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私からあなたへ

自然との共生とハーブのある生活

№76 ぶんちゃんこと 齋藤文子

わたしは、ヘルパーの仕事をしています。介護保険の改革の｢現場の声｣で平成 16

年12月23日の信濃毎日新聞に、あるお年寄りは、ヘルパーと話す事で元気をもらい、

心の介護予防にもなると掲載されていました。

その反面、私自身が疲れたなと感じることがあります。そんな時には、いろいろな

ハープの、エッセンシャルオイル、たとえばラベンダー、イランイラン、オリーブ、

カミツレ、ユーカリ、ペパーミントなどを、オイルポットでろうそくをともし、香り

を部屋中に漂わせています。アロマセラピー(芳香療法)です。インドの香水の白檀と

シナモンを使ったオリエンレタルポプリは、今もたんすの中で使われています。

数年前わたしは、自然観察インストラクターを県に登録していた時期がありました、

その時に東御市の森さんが(今もインストラクターをなさっていますが)いくつも、森

をもっていて名前をつけているというお話を、聞かせていただいた事があります。

わたしも雑木林の中で、カタクリやミスミソウ、を咲かせ、秋にはくりたけをとっ

て、つるで籠を編んでそんな生活に憧れています。地球温暖化が進む中、森は温度を

２度下げるという事を、上田環境フェアーで知リました。今はカラコレスのアートド

ライフラワーを月に１回やっていますが、いろいろな外国から輸入した実(み)物を使

います｡どんな水からとれるのか想像して楽しんでいます。わたしの生活の周りは花

で囲まれています。

ま～ゆでは須川の田んぼの土手で絶滅種になろうとする花もたくさんあります。ウ

ツボグサ、ホタルブクロ、キキョウ、カセンソウなどは守り続けたい花たちです。次

は藤倉佑子さんにバトンタッチです。よろしくお願いします。
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№64 いっしゅう・城下一秀

瓢々として、ちょっとおぼっちやま風の通称「いっしゅう」さんの紹介です

＜野球少年＞生まれは和田村

の農家。子供の頃は田植えや

稲刈りの手伝いは当たり前。

特にハゼかけは得意。だから

「田んぼプロジェクト」が好き。

少年時代は野球少年、特に巨

人の国松選手に憧れて将来

は野球選手になりたかった。

＜現在 48 回＞なんの事かとい

えば､いっしゅうさんの献血の

回数。人の役に立てばと献血

歴は１０代の頃から。毎回

400cc の献血を続けて、なんと

48 回に。東京で銀行に勤めな

がら大学卒業。頑張り屋です。

＜会計の手伝い＞いっしゆうさんは会計のプロ。今

は商工会議所の経営指導員。だから「ま～ゆ交換

でパソコン会計のお手伝いします。どんどん利用し

て欲しい」最近はマイナスが増えている。

＜ま～ゆ参加＞新聞の記事を見たのが切っ掛け。

「地域通貨」を勉強したいと思って参加した。

＜ま～ゆは生き甲斐＞仕事が忙しくて時々しか、ま

～ゆ参加できないのが悩み「でも、退職後を期待し

て下さい！」ま～ゆの良い点は個性ある人が多く、

会報を出し続ける、夫婦会員が多い、プロジェクト

が多い等々。ま～ゆはいいところが沢山ある。これ

からの希望は若い会員とプロジェクトがもっと増えて

欲しい。

＜美味しい干し柿＞最近のま～ゆ交換で嬉しかっ

たことは、西ちゃんに干し柿作りを教えてもらい、そ

の通りにしたら大成功！毎年、思い通りに作れなく

て悔しい思いをしていたので、ま～ゆのお陰で念願

の美味しい干し柿をつくれて、本当に嬉しかった。

＜速攻！ ＞「とにかく可愛かった！」と第一印象、出

会った翌日に初デート。５ヶ月後には奥さんに！

＜今年こそ＞最愛の奥さんと一緒にま～ゆ

参加をすること。これが今年の課題です｡皆

さんよろしく。

＜家族＞最愛の奥さんと一男一女。好きな女

性のタイプは奥さん（もちろんですね）と藤谷

美和子。「不思議な感じが好きなんです」と

本人の弁。

＜最近＞ダンべル体操、パソコンにはまって

いる。お酒は昔から好き。量は底なし（？）

＜若者たち＞大好きな歌は｢若者たち｣大人

気だったテレビの主題歌｡青春ドラマに憧れ

て熱心に見たそうです｡そう言う時のいっし

ゆうさんの瞳はキラキラと青春している。当時

の憧れの女性は佐藤オリエさん。なるほど納

得です｡彼女のお父さんは著名な彫刻家で

したね｡男性では舟木一夫。♪～高校三年

生～♪が好きだったそうです。

＜生涯青春＞いつも心がけていることは｢人

に迷惑をかけないで楽しく過ごす｣こと。そし

て｢生涯青春｣｢欲を捨てた欲張り人生｣｢人

生は全て師｣｢毎日がチャレンジ！｣｢未経験



－４－

の世界に挑戦｣等々‥‥ちょっと

聞いたら､機関銃のように出てき

ました｡これだけを見ても､やっぱ

り｢生涯青春｣です。

＜大雪＞いっしゆうさんとは長野

市で落ち合ってお話を聞きました。

「昭和 26 年生まれ」あ～一緒だ

「9 月」お～同じ！「１５日」えーホン

ト！！！逢か 53 年前、同じ時に信州と

因幡で誕生した二人がま～ゆのお陰で

出会ったのです｡嬉しくなって外に出たら

いつの間にか銀世界｡一路、上田心｡車

中もま～ゆの話しで盛り上がりました。

ホーおじ 記

まぁ そっくり！
空は碧く、山は白く、日は暖

かく、ボーっとしている私に、

「こんにちわー」と声を掛け

てくださった方がありまし

た。「こんにちわー」、返事

は返したものの

「どなたかしら……？」

これはある日の昼頃太郎山での事です。

一生懸命「さて?」どこかで見た顔…

………で､失礼ながらそっと観察さ

せてもらいました。そうそう､ま

～ゆ会報 21 号にのっていた似

顔絵の“ま～ゆな人青木さん｡

だったんです。似顔絵の感じ

のなんと似ていること……プロが逃げ出すようなホーおじさんのウデマエに改めて感心させ

られました。以前にお会いしたことが有ったのに。

なんだかうれしくなった №119 のタマちやんでした。
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田舎の猿(私)が恵那山を見ながらつぶやいた。｢頂

上に雪の残る春。絵画を描いてみよう｣

４月に届いた知らせは｢桜教る｣の知らせであった。芸

人不合格の知らせである。まだ知らぬ大都会、東京へ

行って勉強してみよう！初心貫徹とばかり上京を決意､

親姉妹に内緒(つまり家出)で右も左もわからぬ東京へ

夜行列車のドンコで出発。美しい星と月を見ながら涙が

流れた 18 才の思い出。

持ち金の 3､000 円はすぐ底をつき、生活に困る始末

である。アルバイトはプレスエ場・塗料会社など…。よう

やく１年が過ぎようとしていた。一度実家に帰ってみたい

と思う反面、帰れば負け犬とも思った。

ようやく夜間の絵画教室にも通えるようになったので、

故郷へ帰らず頑張って努力してみよう。

当時の部屋は一畳が 1､000 円位であった。三畳は 3､

000 円、六畳は 6､000 円…。色々な生活の話は以下省

略として…。

芸能界に入る契機(きっかけ)を振り返ると人と人との

出会いが…人情が…思いやりが…、｢馬には乗ってみろ､

人には添ってみろ｣の言葉通り私は人々に助けられ恵ま

れてきました。大都会とは言えども､鬼ばかりが住んでい

るとは限りませんでした。

或る夜、新宿で久々に友達と飲んで、少し酔って荻

窪の下宿に帰る電車(中央線)の中で１人の青年と出逢

った。青年も少し酔っていたので話をするうちに中野駅

近くで姉がバーをやっているから寄って行けと誘われた。

飲兵衛？の私はついて行く事にした。午前様になるま

で話し込んだ。彼は九州出身で松竹映画の助監督であ

った。バーに通う様になって、｢映画界に入らないか？｣

との誘いに馬鹿な私はその気になった。が、然し、芸事

など少しもやった事がなく(学芸会位は出たけれど)何と

か書類選考･カメラテストは通過。しかし、演技テストで

落ちる！

大部屋に入ったのだがすぐにやめてしまい、演技研

究所に入る事にした。２年間の約束ではあるが、月謝が

続かないので喫茶店のサンドイッチマン・キヤバレーの

呼び込み・ビラ配り等々、色々なバイトをしてきました。

そのときの給料は、夜６時～11 時まで､一日が終わると

ヤクザ風の人が道路の真中で一人 300 円ずつくれる、

この金が大きな生活の糧となった。

演技研究所では､映画演技､舞台演技､バレ

エ(踊り)、日舞､洋舞､セリフ映画､舞台の自主制

作が行われた。研究所の教師の中に私を見込

んでくれた先生が居た。その人は踊りの先生だ

った｡｢踊りをやってみてくれませんか？｣と言わ

れ、即座に｢それは無理です。出来ません｡｣と

断ったのだが、先生の稽古傷(大塚駅)に来なさ

いと強い口調で云われた。気の小さい私は行く

ハメになった。その先生は当時日活ホテルの振

付師だった。３ケ月ぐらい洋舞・日舞等を習っ

た。

ある日｢良い先生を紹介するから行って来な

さい｣との言葉。コワゴワ伺う事にした。小柄で少

レハゲた先生“T 先生„だった｡初めて一流の人

と会えてドキドキした。そのＴ先生の目から｢今

日の今から付き人としてついて来なさい｣朝 10

時から渋谷の稽古傷でレッスン１時から日劇ミュ

ージックホール、４時からフランス座(ヌード劇場)、

６時から銀座シューボート(キヤバレー)振り付け

とレッスン､先生と別れるのは夜中の 12 時頃。

翌日は 10 時から渋谷でレッスン、最初のうちは

気が張っていたのが段々と疲れに変ってきた。

よくこんなに体が続くものだと感心したが、これ

から芸界生活の大変さが始まるのである。

今､流行の｢マイウー｣芸界用語の一部を書こう。

ヤノピ(ピアノ)･スージャ(ジャズ)･ターウ(歌)ドンバ

(バンド)･アタリッパ(スリッパ)･ジョノカ(彼女)

ルービ(ビール)･アタリメ(スルメ)

C1(チェ)・D２(デー)・E３(チ)・F４(エフ)・G５(ゲ)

A６(アー)･H７(ハー)･C８(オクターブ)の隠語

人生での隠語

○AＤ万かしてくれ（二万かしてくれ)

○BＧ千かしてくれ(五千円かしてくれ)

となる

今回はこのへんで…

次回に続く…

恥をかき、わた史を書いてみる

－その壱－

№14 古 田 恒 男



昨年の何十倍…と恐ろしい警告が出ている花粉症。町中では立体裁断のマスクがやたら

と目に付きますが、さて、宣伝の割には被害は意外に遅々としています。

もしかして「花粉グッズ」の拡販戦略だったりして…。そんなジョーク花粉症を尻目に、深く

静かに被害を及ぼしているのが風邪とインフルエンザ。ま～ゆの皆さんもかなり深刻。

我らが都々平編集長もついにダウン。ふらふらの戦力喪失で今回は初の急患か、否、休

刊か！と懸念されましたが。「ま～ゆ命」の都々平さんは、不屈の精神で発汗、否、発刊にこ

ぎ着けました。そんなわけで、いつもよりページが少ないのですがご了解下さい。

ここ数年、風邪に全＜縁がない＜ホーおじ＞

この春「のんどりはうす」から

「光風雨森ハウス」へ再出発 ！

8 年前に「のんどりハウス」を立ち上げた

№.8 家氏しげ子さんが新たに場所を移動して

光風雨森（こうふううりん）ハウス」を建設中で

す。

これまでより安心して使えて、集会はもちろ

ん、育児中の方、自立している人、自立しよう

としている人、子供からお年寄りまで、多様な

人が使える包容力のある空間になる予定。

皆で一緒に楽しみながら、一歩ずつ成長で

きる場になったら良いですね。

光風雨森ハウスの使い方は､例えば自然食

材の食事や､自然酵母パン､ヨガ､野の花を使

った生け花教室、蕎麦打ちなどの設備も出来

る予定です。

皆さんの新しいアイデアを実現できるよう一

緒に努力したいと思います。

家氏さんは昔の「のんどりはうす」のように、

皆さんに可愛がってもらって運営を出来れば

と願っています。

光風雨森ハウスの連絡は‥‥

家氏しげ子:090-2667･5453


